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　北海道などと連携して、犯罪や事故の無い安全安心

な社会の実現を目指して活動されている“北海道絆ｍ

ｅｎづくりプロジェクト”代表の松井敦利氏が８月１

９日に来庁され、「安全安心どさんこかるた」と「か

るた一覧パネル」を町に寄贈されました。

　かるたは、北海道・北海道警察・北海道教育委員会

による事務局が主体となり“北海道絆ｍｅｎづくりプ

ロジェクト”の協賛で、子供たちが楽しく防犯知識を

学べるように作られたもので、また「かるた一覧パネ

ル」は松井氏自らが筆文字を手掛けられています。

　松井氏からは「小中学校などで活用していただき、

安全で安心な地域づくりにつなげて下さい」との言葉

と共に佐野町長に手渡され、寄贈された２０セットの

カルタは小学校・中学校・保育所・教育委員会に各５

セットづつ、かるたパネルも１枚づつ配付され、子ど

も達は受け取ったカルタで遊ぶのを楽しみにしていま

した。

「安全安心どさんこかるた」と

パネルが町に寄贈されました

北竜町戦没者追悼式

厳かに挙行

　８月２０日、北竜町戦没者追悼式が公民館で行われ

遺族をはじめとする関係者５４名が出席しました。

　黙祷後、佐野町長が式辞を述べられ、鈴木直道北海

道知事、伊東良孝北海道連合遺族会長からの追悼の言

葉の代読、佐々木議会議長からの追悼の言葉に続いて、

参列者全員で献花を行い、戦没者のご冥福をお祈りし

ました。

　北竜町内交通事故死ゼロ４，５００日を達成（平成

１９年５月４日から）したことを受け、８月２９日、

役場前にて交通安全の街頭啓発活動が行われました。

　嵯峨 深川警察署沼田警察庁舎長以下、警察関係者

３名と、北竜町交通安全協会、北竜町交通安全推進員、

町職員ら約３０名が参加。国道を通行するドライバー

に向けて交通安全をアピールしました。

北竜町内交通事故死ゼロ

４，５００日を達成
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　８月２６日に東京で開催された日本麺類業団体連合

会主催の「第９回全国高校生そば打ち選手権大会」に、

和本町町内会の藤井夏麗さん（幌加内高校３年生）が

出場され、団体の部において幌加内高校が３連覇を達

成し、個人の部でも名人位（優勝）に輝かれました。

　また、８月３１日に幌加内で開催された「全麺協素

人そば打ち三段位認定会」においても、藤井さんは三

段位を獲得されています。

　９月４日には、賞状とトロフィー、段位認定賞を携

えて、そば食楽部北竜の中村尚一会長と共に町長室を

訪れ、佐野町長に優勝の喜びを報告されました。

藤井夏麗さんが全国高校生

そば打ち選手権大会にて優勝

　９月８日、安平町にて安平町商工会青年部主催によ

る「安平町復興祭」が開催され、北竜町から“チーム

ノースドラゴン”が参加しました。

　本イベントは胆振東部地震から一年を迎える中、胆

振・空知管内の商工会青年部十数団体が参加し、音楽

ライブステージや特産品販売などで復興を支援するこ

とを目的に開催されたもので、参加した“チームノー

スドラゴン”はヒーローショーや、北竜町農産物生産

協議会から提供を受けたひまわりライスの配布などを

行い、安平町に元気を届けました。

　また併せて、８月にひまわりの里で実施したひまわ

り縁日の収益金を、胆振東部地震の義援金として全額

寄付しています。

安平町復興祭に

チームノースドラゴンが参加

北竜消防にて

和保育園児が消防体験

　９月１０日、北竜消防にて和保育所のひまわり組１

０名が参加して「第１２回ちびっこ消防体験会」が開

催されました。

　元気な敬礼であいさつした園児らは、消防車の乗車

体験や、放水体験を通じて、防火の大切さや消防の仕

事を教わり、最後に一人ひとりに、ちびっ子消防士認

定証」が手渡されました。
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議会広報委員会Ｎｏ．３４０

　

今
、
特
に
予
算
・
決
算
を
含

む
定
例
会
は
私
に
と
っ
て
は
大

変
嫌
な
時
期
だ
。

　

住
み
よ
い
安
全
な
町
を
創
る

た
め
、
予
算
を
執
行
し
た
結
果

が
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
た

か
を
審
議
す
る
こ
と
が
、
議
員

活
動
で
あ
り
、
町
民
の
期
待
に

沿
わ
な
け
れ
ば
議
員
と
し
て
は

失
格
だ
。
町
民
の
意
思
に
基
づ

い
て
そ
の
事
務
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
思
う
。

　

町
理
事
者
は
多
く
の
事
業
と

予
算
計
画
を
抱
え
て
い
る
が
、

町
の
事
業
計
画
が
町
民
の
意
思

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
、
そ
れ
ら
を
議
員
と
し

て
判
断
す
る
の
で
あ
る
。

　

事
業
に
批
判
と
指
摘
を
行
う

の
で
理
事
者
に
は
嫌
が
ら
れ
る

と
思
う
。
し
か
し
、
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
が
堅
実
で
な
け
れ
ば
福

祉
の
向
上
や
幼
児
の
保
育
・
教

育
な
ど
町
の
た
め
に
理
想
を
掲

げ
て
い
て
も
そ
の
実
現
は
難
し

い
。
そ
の
よ
う
な
予
算
計
画
で

な
け
れ
ば
、
財
政
自
体
が
ダ
メ

に
な
り
活
発
な
行
政
運
営
が
で

き
ず
、
先
進
的
な
町
に
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　

　
　
　
　
　
　
　

 

（
松
永 

毅
）

「
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

中
央
要
望
」
参
加
報
告

　
　
　
参
加
議
員
　
松
永
・
小
坂

　

八
月
、
北
空
知
一
市
四
町
、
市

町
各
二
名
に
事
務
局
を
加
え
た
十

二
名
で
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
本

町
か
ら
は
松
永
、
小
坂
が
参
加
し

た
。

　

要
望
事
項
は
、
農
業
政
策
全
般
、

医
師
の
偏
在
と
地
域
医
療
の
充
実
、

Ｊ
Ｒ
路
線
廃
止
関
連
対
策
を
重
点

要
望
と
し
て
道
内
選
出
、
衆
参
国

会
議
員
、
農
林
水
産
省
、
厚
生
労

働
省
、
国
土
交
通
省
に
対
し
、
意

見
交
換
と
と
も
に
要
望
書
を
渡
し
、

要
請
活
動
を
行
っ
た
。

　

こ
こ
数
年
、
要
望
事
項
に
大
き

く
変
わ
り
は
な
い
が
、
今
後
も
継

続
的
活
動
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

た
。

　

ま
た
、
移
動
前
後
日
に
は
横
浜

市
役
所
、
台
東
区
役
所
を
訪
問
し
、

研
修
を
行
っ
た
。

　

令
和
元
年
第
４
回
臨
時
会
は
８

月
27
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
、
閉
会
い
た
し

ま
し
た
。

原
案
可
決

○
（
仮
称
）
や
わ
ら
保
育
園
地
中

熱
設
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
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援
を
賜
り
ま
し
た
お
陰
で
あ
り
、

心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
は
、
一
町
民
と
し
て
、
さ

さ
や
か
な
が
ら
義
務
を
果
た
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
変

わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
と
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

北
竜
町
の
更
な
る
ご
発
展
と
、

町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

教
育
行
政
は
多
岐
に
亘
り
ま
す
。

浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
本

町
教
育
行
政
の
振
興
発
展
に
努
め
、

町
民
の
皆
様
が
住
ん
で
い
て
良
か

っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
町
長
と
一
緒
に
進
め
て
参
る

所
存
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

北
竜
町
職
員
の

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

※
（ 

）
は
前
職
で
す
。

●
教
育
委
員
会
次
長 

兼 

社

会
教
育
係
長
・
社
会
体
育
係

長
事
務
取
扱

（
教
育
委
員
会
主
幹 

兼 

社
会

教
育
係
長
・
社
会
体
育
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　

井
口 

純
一

北
竜
町
人
事

異
動

（
10
月
１
日
付
）

　

仲
秋
の
頃
、
町
民
の
皆
様
に
は
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
９
月
30
日
付
を
持

ち
ま
し
て
、
教
育
長
を
退
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
48
年
に
北

竜
町
に
奉
職
、
平
成
24
年
3
月
か

ら
は
教
育
長
に
就
任
さ
せ
て
戴
き
、

多
く
の
方
々
と
の
関
わ
り
、
そ
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
携
わ

れ
た
こ
と
は
、
貴
重
な
経
験
と
、

財
産
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
、
微
力
な
身
で
あ
り

ま
し
た
が
、
大
過
な
く
退
任
の
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

も
、
町
民
の
皆
様
を
始
め
、
関
係

機
関
・
団
体
の
皆
様
か
ら
の
、
公

私
に
亘
る
温
か
な
ご
厚
情･

ご
支

本
多
一
志 

前
教
育
長

■
退
任
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
議
会
の
任
命
同
意

を
賜
り
、
10
月
1
日
付
け
で
教
育

長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 有

馬
一
志 

教
育
長

■
就
任
の
あ
い
さ
つ

　お子さんやお孫さんが誕生した時、旅行のために、一眼レフやデジタルカメラを購入しませんでしたか？

町では来年のカレンダーに掲載する写真を募集しています。毎日何気なく見ている北竜町の綺麗な風景や、

可愛い子ども達の笑顔をカメラで撮影して応募してみませんか？

　■応募期間　令和元年１１月２９日(金)まで

　■応募方法　データにより応募をお願いします。ＣＤ・ＤＶＤ・メール等

　　　　　　　３ＭＢ以上１０ＭＢ以下の画像ファイル（ｊｐｇ)でお願いします。

　　　　　　　メールの場合は容量上限が１０ＭＢのため、１作品１通でお願いします。

　■記載事項　応募する際に、氏名(フリガナ）、年齢、撮影日時、撮影場所、住所、電話番号、

　　　　　　　メールアドレス、コメント(撮影した時の状況や気持ちなど）を記載願います。

　■応募規定　一人何点でも応募できます。組み写真は不可。未発表作品。被写体が人物の場合は

　　　　　　　被写体の了承を得ていること。

　■応 募 先　【郵　送】　〒０７８－２５１２ 北竜町字和１１－１ 北竜町役場企画振興課広報統計係

　　　　　　　【メール】　info@town.hokuryu.hokkaido.jp

といろの北竜と笑顔の写真大募集!!
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ちびっこひろば
○日  時　10月９日（水）10:00～11:30

　場  所　すこやかセンター

　内  容　文化祭製作

○日  時　11月６日（水）10:00～11:30

　場  所　和保育所

　内  容　和保育所自由開放

　　　　　／お弁当体験（自由参加）

　持ち物　お弁当体験参加者は親子のお弁当

ピカピカキッズ
○日  時　10月２日（水）10:00～11:30

　場  所　保健師講話 

　持ち物　おやつ

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー３６７７

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

10/6
（日）

深川市立病院
 (担当医・みきた整形外科クリニック
 　　　　　　　 　院長　三木田 光）
℡ 22-1101

アダチ歯科
℡ 0125-65-2659

10/13
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

河村歯科
℡ 0125-74-6332

10/14
（月）

深川市立病院
 (担当医・町立沼田厚生クリニック
 　　　　　　　  院長　鳥本 勝司）
℡ 22-1101

伊藤歯科医院
℡ 0125-52-2222

10/20
（日）

深川市立病院
 (担当医・たかはし内科消化器内科
 　　　　　　　 院長　高橋 公平）
℡ 22-1101

長谷川歯科医院
℡ 0125-32-3043

10/22
（火）

深川第一病院
℡ 23-3511

伊藤歯科医院
℡ 0125-52-2222

10/27
（日）

深川市立病院
 (担当医・吉田医院医師）
℡ 22-1101

ひらやま歯科
℡ 0125-72-2323

11/3
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

ぬまくら歯科
℡ 22-5615

11/4
（月）

深川市立病院
℡ 22-1101

なかむらファミリー歯科
℡ 0125-26-2282

休　日　当　番　医

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

巡
回
無
料
法
律
相
談

　

秩
父
別
町
実
施
の
巡
回
無
料
法

律
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
（
北

竜
町
民
も
相
談
で
き
ま
す
）。

【
相
談
員
】

　

旭
川
弁
護
士
会
所
属

　

石
井 

洋
文 

弁
護
士

日
時　

10
月
30
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所

　

妹
背
牛
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

予
約
受
付

　

妹
背
牛
町
役
場

　

健
康
福
祉
課
（
担
当 

河
野
）

　

℡
３
２
・
２
４
１
１

心
配
ご
と
相
談
・
行
政
相
談

合
同
開
催

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁

護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
に
よ
る

合
同
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

毎
日
の
心
配
事
や
行
政
に
対
す

る
要
望
な
ど
を
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　

10
月
15
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

※
行
政
相
談
は
10
月
８
日(

火)

　

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
者

　

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

杉
本
委
員
・
水
原
委
員

　

人
権
擁
護
委
員

　
　

藤
井
委
員

行
政
相
談
委
員

　
　

長
谷
川 

秀
幸

　

令
和
元
年
７
月
31
日
付
け
で
社

会
教
育
委
員
の
任
期
が
満
了
と
な

り
、
新
た
な
任
期
を
次
の
方
に
委

嘱
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

委
員
長
　
　
　
　
川
上
　
仁
美

副
委
員
長
　
　
　
松
永
　
　
尊

委
員
　
　
　
　
　
吉
田
　
　
巧

　
　
　
　
　
　
　
米
田
　
健
一

　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
秀
夫

　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
美
保
子

社
会
教
育
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

ご
み
の
野
焼
き
に
つ
い
て

　

ご
み
の
野
焼
き
は
生
活
環
境
の

悪
化
や
、
人
の
健
康
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
律
で

原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
な
ど
の
ご
み
は
野
焼
き
を

せ
ず
に
指
定
さ
れ
た
日
に
正
し
く

分
別
し
て
、
ご
み
収
集
所
へ
出
す

よ
う
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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１０月の保健行事

すこやかセンター親子自由開放

　10日（木）

　　10:00～16:00

 　 すこやかセンター

健康相談

　16日（水）

    10:00～11:00

 　 　すこやかセンター

    13:30～14:30

 　 　碧水地域支え合いセンター

乳幼児健診

　23日（水） 12:00～

　　すこやかセンター

令
和
２
年
度
和
保
育
園

職
員
（
保
育
士
）
採
用
試
験

受
付
期
間　

10
月
１
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　

10
月
21
日
（
月
）

試
験
日
　　

11
月
上
旬
予
定

試
験
会
場　

北
竜
町
役
場

採
用
人
員　

３
名

受
験
資
格　

保
育
士
の
資
格
を
有

す
る
者
、
又
は
令
和
２
年
３
月
31

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者
で
年

齢
は
お
お
む
ね
25
歳
ま
で
。
か
つ

運
転
免
許
証
を
有
す
る
者
。

試
験
方
法　

適
性
試
験
・
作
文
試

験
・
面
接
試
験
に
よ
り
実
施
。

採
用
日
　
令
和
２
年
４
月
１
日

給
与
等　

短
大
卒　

月
額
１
５
６
，

１
０
０
円
（
経
験
年
数
に
よ
り
加

算
あ
り
）・
通
勤
手
当
・
保
育
士

手
当
・
住
居
手
当
・
賞
与
年
４
．

２
ヶ
月
（
初
年
度
２
．
４
か
月
）

申
込
書
請
求
先　

北
竜
町
役
場
保

育
所
準
備
室
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
場
合
は
１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用

封
筒
（
Ａ
４
判
が
入
る
大
き
さ
）

を
同
封
し
、
請
求
し
て
下
さ
い
。

《
役
場
住
所
》

〒
０
７
８
・
２
５
１
２

雨
竜
郡
北
竜
町
字
和
11
番
地
１

℡
０
１
６
４
・
３
４
・
２
１
１
１

町
民
文
化
祭
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

　

11
月
２
日
、
３
日
に
第
42
回
町

民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
各

ご
家
庭
に
出
展
い
た
だ
け
る
作
品

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員

会
に
10
月
30
日
ま
で
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
是
非
ご
協
力
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
1
日(

金)

か
ら
11

月
３
日(

日)

ま
で
文
化
祭
の
た
め
、

公
民
館
・
改
善
セ
ン
タ
ー
の
一
般

利
用
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理

解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
℡
３
４
・
２
５
５
３

野
ね
ず
み
駆
除
用
殺
鼠
剤

の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

北
空
知
森
林
組
合
で
は
、
森
林

保
護
用
の
殺
鼠
剤
を
次
の
と
お
り

斡
旋
し
ま
す
の
で
希
望
す
る
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

11
月
15
日(

金)
品
名
及
び
価
格

　

三
共
り
ん
亜
鉛

　

７
４
３
円(

税
込)

／
袋

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
空
知
森
林
組
合

　

℡
２
２
・
７
４
０
０

　

役
場
産
業
課
林
務
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

令
和
元
年
度

自
衛
官
等
募
集
案
内

■
高
等
工
科
学
校
生
徒

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
２
年

４
月
１
日
現
在
、
中
卒(

見
込
み

含)

17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

　

令
和
元
年
11
月
１
日(

金)

～

　

令
和
２
年
１
月
６
日(

月)

試
験
期
日

　
第
１
次
試
験

　

令
和
２
年
１
月
18
日(

土)

試
験
会
場

　
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

(
旭
川
市
春
光
町)

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南

地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
・
５
４
・
５
６
１
７

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

中
島
則
明
・
村
上
勝
博
・
高
橋
敬
子

年
末
の
「
し
尿
汲
み
取
り
」

の
申
込
み
に
つ
い
て

　

冬
期
間
、
積
雪
で
汲
み
取
り
作

業
が
困
難
に
な
る
世
帯
に
つ
き
ま

し
て
は
、
年
末
特
別
収
集
を
行
い

ま
す
。

　

年
内
に
汲
み
取
り
を
希
望
さ
れ

る
世
帯
は
、
10
月
18
日(

金)

ま
で

に
役
場
住
民
課
町
民
生
活
係
ま
で

電
話(

℡
３
４
・
２
１
１
１)

等
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

10
月
は
不
正
軽
油
防
止

強
化
月
間
で
す

■
道
は
10
月
を
「
不
正
軽
油
防
止

強
化
月
間
」
と
定
め
道
内
各
地
で

ト
ラ
ッ
ク
等
の
燃
料
抜
き
取
り
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

・
不
正
軽
油
は
、
脱
税
や
環
境
汚

染
の
ほ
か
、
石
油
販
売
・
建
設
・

運
輸
等
の
業
者
間
で
の
市
場
競
争

の
不
公
平
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

・
混
和
軽
油(

軽
油
＋
灯
油
や
重

油)

や
製
造
軽
油(

軽
油
以
外
の
油

か
ら
製
造)

な
ど
、
不
正
軽
油
に

関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

℡
０
８
０
０
・
８
０
０
２
・
１
１
０

　
　
　
　
　

(

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル)

問
い
合
わ
せ
先　

　

空
知
総
合
振
興
局

　

深
川
道
税
事
務
所
課
税
係

　

℡
２
３
・
３
５
７
８
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地
方
税
合
同
公
売
会

ｉ
ｎ 

石
狩

　

差
押
物
件
の
合
同
公
売
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
参
加
に
は
、
印
鑑

（
法
人
は
代
表
印
）・
身
分
証
明
書
・

委
任
状(

代
理
入
札
の
場
合)

・
売

買
代
金(

現
金)

が
必
要
で
す
。

場
所　

石
狩
市
花
川
北
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

日
時　

11
月
３
日(

日)

　
　
　

正
午
～
午
後
２
時

問
い
合
わ
せ
先　

空
知
総
合
振
興
局
納
税
課

℡
０
１
２
６
・
２
０
・
０
０
５
７

自
賠
責
保
険
・
共
済
未
加
入

で
の
運
行
は
法
律
違
反
で
す

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
自
動

車
損
害
賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
、

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て

の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の

運
行
は
法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
」「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ

ニ
」
が
全
国
で
発
売
中
で
す
。

■
今
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

は
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
５
億

円
！

　
１
等
３
億
円
×
８
本

　
前
後
賞
各
１
億
円
×
16
本

(

当
選
本
数
は
発
売
総
額
２
４
０

億
円
・
８
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合)

■
同
時
発
売
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
ミ
ニ
は
、
１
等
・
前
後
賞
合

わ
せ
て
３
，
０
０
０
万
円
！

　
１
等
２
，０
０
０
万
円
×
16
本

　
前
後
賞
各
５
０
０
万
円
×
32
本

(

当
選
本
数
は
発
売
総
額
１
２
０

億
円
・
４
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合)

発
売
期
間
　
９
月
24
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　

10
月
18
日
（
金
）

抽
選
日　
　

10
月
30
日
（
水
）

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境

対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
。

「
新
し
い
食
品
表
示
制
度
に

つ
い
て
」
講
演
会

　

「
食
品
表
示
法
」
の
施
工
に
よ

る
加
工
食
品
へ
の
栄
養
成
分
表
示

の
義
務
化
、「
食
品
表
示
基
準
」

の
改
正
に
よ
る
新
た
な
原
料
原
産

地
表
示
問
題
な
ど
、
食
品
表
示
を

め
ぐ
る
最
近
の
課
題
に
つ
い
て
の

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

場
所　

深
川
市
経
済
セ
ン
タ
ー

　
　

 

（
深
川
市
１
条
９
番
19
号
）

日
時
　
11
月
７
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

（
午
後
１
時
開
場
）

講
師　

北
海
道
農
政
事
務
所
・
北

海
道
深
川
保
健
所
の
各
担
当
職
員

担
当
者　

食
品
関
連
事
業
者
、
食

品
関
連
団
体
、
自
治
体
・
行
政
職

員　

他

参
加
費　

無
料

定
員　

50
名
程
度

応
募
締
切　

10
月
31
日
（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

最
寄
り
の
北
空
知
信
金
店
舗
、

商
工
会
議
所
、
商
工
会
又
は
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
北
空
知
信
用
金
庫
地
域
振
興
グ

ル
ー
プ（
深
川
市
４
条
８
番
16
号
）

℡
２
２
・
１
２
１
４

まちの動き
９月１日現在（前月比）

世帯数　８３９世帯(±０)

 人口 １, ８２６人(±０)

　男　　　８６９人(±０)

　女　　　９５７人(±０)
（外国人含）

家
屋
の
新
築
、
増
築
、
解
体
、

所
有
者
の
変
更
は
税
務
係
へ

　

家
屋(
車
庫
・
倉
庫
等)

の
固
定

資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
に
存
在

す
る
も
の
で
、
そ
の
所
有
者
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
は
、
役
場
総
務
課
税

務
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ
た
時

○
家
屋
を
取
り
壊
し
た
時

○
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
時

　

一
部
ま
た
は
全
部
の
取
り
壊
し

を
し
た
場
合
や
年
内
に
取
り
壊
す

予
定
が
あ
る
方
は
、
来
年
度
か
ら

そ
の
解
体
部
分
は
課
税
の
対
象
か

ら
除
か
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
税
務
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１
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北竜町の事件・事故の発生状況（8月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数空き巣

事務所
荒らし

車上
狙い

暴行 その他 合計

2019年 ０ ０ ０ ０ １ １

2018年 １ ０ ０ ０ ０ １

人 身 事 故 物 損 事 故

2019年 ０ 2019年 38

2018年 １ 2018年 55

2019年 １

2018年 ０

●
10
月
11
日
は
「
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
日
」
で
す
。
人
と
人

の
絆
を
強
め
る
と
と
も
に
、
防
犯

意
識
を
高
め
、
犯
罪
の
無
い
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
北
海
道
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

■
運
動
期
間

　

10
月
11
日(

金)

～
20
日(

日)

■
運
動
重
点

　

・
子
ど
も
と
女
性
の

　
　

犯
罪
被
害
防
止

　

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　

Ｇ
20
観
光
大
臣
会
合
が
10
月

25
・
26
日
に
北
海
道
倶
知
安
町
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
警
察
で
は
総
力

を
挙
げ
て
警
備
に
万
全
を
期
し
ま

す
の
で
、
警
察
活
動
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
で
築
こ
う

安
全
で
安
心
な
大
地

倶
知
安
町
で

Ｇ
20
観
光
大
臣
会
合
開
催

　１０月１日に消費税・地方消費税の税率が１０％に引き上げられます。１０％のうち２．２％は

地方消費税（地方税）です。

　日本では高齢化が進み、社会保障の費用は増え続けています。みんなが安心できる社会にする

ためには、安定した財源を確保し、社会保障制度を次世代に引き継ぐとともに、全世代型へ転換

していく必要があります。そのためには１０％への税率の引上げが必要です。

　引上げ分は、消費税・地方消費税ともに、全世代を対象とする社会保障の充実と安定のために

使われます。例えば、

　①待機児童の解消

　②３歳から５歳までの幼児教育・保育の無償化

　③真に支援の必要な学生の高等教育（大学など）の無償化

　④介護職員の処遇改善

　⑤所得の低い高齢者の介護保険料の軽減

　⑥所得の低い年金受給者への給付金の支給

などです。

　税率引上げに合わせて、飲食料品（お酒・外食を除く）と新聞（定期購読契約・週２回以上発行）

に係る税率を８％に据え置きます（軽減税率制度）。このほか、家計や景気への影響を緩和するた

めの対策も実施します。

※一般に「消費税」と言うのは、消費税（国税）と地方消費税（地方税）を合計したものです。

地方消費税収は、地方自治体の貴重な財源として、住民の皆様に身近な行政に生かされています。

２０１９年１０月１日
消費税・地方消費税の税率は１０％へ
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みのりっち

１０月１９日(土) ・ ２０(日)
秋の感謝祭開催！

秋の感謝祭をもって今年度の営業を終了といたします。

～ぜひお気軽にお立ち寄りください～

１９日は５０名様にガラポン抽選！

　今年度もみのりっち北竜に多くの方の出荷と来店ありがとうございました。

　感謝の気持ちを込めまして、 本年も１０月１９日と２０日 （営業時間９ ： ００～

１６ ： ００） に 『秋の感謝祭』 を開催いたします。 なお１９日のみ、 みのりっち商

品購入者先着５０名様がガラポン抽選に参加できます。

　北海道内で事業を営む使用者及び、その事業場で働くすべての労働者（臨時、パート

タイマー、アルバイト等を含む）に提供される、北海道最低賃金が次のとおり改定され

ました。

最低賃金額 時間額 ８６１円

効力発生年月日 元 １０ ３令和 年 月 日

北　海　道　最　低　賃　金

「必ずチェック 最低賃金！　使用者も、労働者も」

厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署(支署)
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◆ご不明な点は役場住民課町民生活係（℡３４－２１１１）までご連絡ください。◆

日　　時 　 令和元年１０月２６日（土）

   　 　    午前８時３０分から正午までの間にお越し下さい。

場　　所 　 すこやかセンター

対 象 者    桜岡・和東町・和町・和本町町内会の小学校３年生以上の方

検査料金  　無　料

検査結果 　 異常があった場合には、後日検査結果を通知します。

　キツネを媒体とするエキノコックス症は手洗い等で予防できますが、万一感染した場合でも、

すぐには自覚症状がなく数年から十数年の潜伏期間があり、治療の時期を遅らせてしまうことが

あるため、早期発見・治療を行うことが大切です。本年度は、桜岡・和東町・和町・和本町町内

会の方を対象にして、血液検査（採血）を実施しますので、ぜひこの機会に検査を受けられるこ

とをお勧めします。　

　また、昨年度対象の板谷・西川町内会の方で血液検査を都合により受けることが出来なかった

方は、本年度受けることが出来ますので検査を希望する方は、準備の都合上、１０月２３日（水）

までに役場住民課町民生活係に電話(３４－２１１１）等でお申し込み下さい。

エキノコックス症血液検査の実施

上期（４月～９月分）の申請を受付します

■青春エール助成金

　高等学校に通学する生徒を持つ世帯主に対して、その通学費等に係る助成として月額７千円

を交付するもの

■子育て世帯町外通勤者助成金

　高校生までの子どもを扶養する子育て世帯のうち、勤務地が町外である世帯主に対して、通

勤費の一部を助成するもの。対象地域については下記のとおりで、いずれも町内で利用できる

「商品券」により支給します。

※町で把握している対象者には既に案内の文書を送付しておりますが、対象

となる世帯で文書が届いていない方は、下記の問合せ先までご連絡ください。

■ 問い合わせ先　役場企画振興課企画係　℡３４－２１１１

受付期間 ： 令和元年１０月１日 から １１日 まで

青春エール助成金
子育て世帯町外通勤者助成金

令和元年度

・妹背牛 … 月額１，５００円相当額

・深川、沼田、秩父別、雨竜、滝川、新十津川 … 月額３，０００円相当額

・旭川、留萌、砂川、美唄、浦臼、増毛 … 月額５，０００円相当額

・往復１００ｋｍ以上 … 月額６，０００円相当額
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【サンフラワーパーク北竜温泉　℡３４－３３２１】

■１０月５日(土)新米まつり開催

  時間 １０：００～１５：００　　場所 みのりっち北竜

　美味しい新米はもちろん、野菜の特価販売も予定しています。

　手打ちの新そばや、無料で振る舞われるジンギスカンもご賞味いただけます。

　※６日も５日と同価格で、温泉とみのりっちで新米を販売します。

■１１日と２６日は入浴料半額サービス！

区間 現行運賃 改定運賃 差額

碧水市街 ～ 滝川駅前 ８１０円 ８３０円 + ２０円

北竜役場前 ～ 札幌駅前ターミナル １，８５０円 １，８８０円 + ３０円

区間 現行運賃 改定運賃 差額

北竜温泉 ～ 深川市立病院前 ５９０円 ６００円 + １０円

北竜役場前 ～ 深川市立病院前 ５２０円 ５３０円 + １０円

路線バス運賃改定について

消費税改定に伴い、１０月より路線バスの運賃が改定されます。
主要区間以外、また通勤・通学定期券等の運賃につきましては各営業所にお問合せ下さい。

■北海道中央バス 滝川北竜線

■空知中央バス 北竜線

【問い合わせ先】

　・北竜線 ： 空知中央バス深川営業所（℡２６－３１１１）
　・滝川北竜線 ： 北海道中央バス滝川営業所（℡０１２５－２４－６１９１）
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■募集人数

　◎６名　但し、希望者が多い場合は選考となります。

■応募資格

　◎居住地、勤務先が共に北空知（深川市、秩父別町、妹背牛町、沼田町、北竜町）の方

　◎食育ソムリエ資格取得後、資格を活用した活動を積極的に行える方

■助成額

　◎１０万円を上限として、受講料、旅費（交通費、宿泊費）を対象に助成します。

　　※支払をしたことを証明するもの（例：領収書）のご提出が必要となります。

　　　口座振替による支給となります。

■提出書類

　◎食育ソムリエ受講料等補助金申請書

　◎８００文字程度のレポート（様式自由）。出来る限り、具体的にご記入ください。

　　課題：「食育ソムリエ資格を取得する目的は何か。

　　　　　 食育ソムリエ資格を取得後、どのような活動を行いたいか。」

■応募締切

　◎令和元年１０月２５日（必着）

■その他

　◎資格取得後１年以内に活動報告をしていただきます。

　　また、やむを得ない事情等で活動報告や講座の受講を中止せざるを得ない場合は、

　　その旨の申出書を提出していただきます。

　◎講座の資格認定試験に合格、不合格に関わらず、結果通知の写しを事務局へご提出願います。

　◎その他不明な点等ありましたら、事務局へお問い合わせください。

■申し込み・問い合わせ先

　◎北空知圏地場産農産物利活用推進協議会（事務局：北空知圏学校給食組合）

　　℡２３－５５３３

　　メールアドレス：dream-kitchen@kitasorachi.hokkaido.jp

　北空知圏地場産農産物利活用推進協議会は、地産地消を積極的に促し農産物の販路拡大等に資

するため、食育ソムリエ養成講座内の生産者コース、又は従業員コースを受ける方々へ受講料と

旅費の一部を助成します。

　※食育ソムリエ養成講座についての詳細は下記ホームページをご覧ください。

　 　https://www.japan.coop/wp/publications/study/sommelier/sommelier_training

食育ソムリエ講座

受講費等助成 のお知らせ
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　猛暑の夏が終わり、過ごしやす

い季節になりましたね。これから

は徐々に肌寒くなり、冬支度の準

備をされる方も多いのではないで

しょうか。

　毎年のように深川地区消防組合

管内において、家庭や事業所に設

置されているホームタンクから灯

油が流出する事故が発生していま

す。貯蔵されている最大490ℓの灯

油が流出すると、火災の危険が高

まるだけでなく、土壌汚染や場合

によっては用排水をつたって河川

へと流出することもあります。

　このような事故が発生した場合、

汚染された土壌を取り除いたり、

河川等に流出した灯油を回収しな

ければならなくなり、多大な手間

と費用がかかります。

〇事故と対策について

　ホームタンクによる流出事故の

主な原因のひとつに、草刈り作業

中や除雪作業中に誤って配管を切

断した事例があります。ホームタ

ンクの周囲で作業を行う前には、

必ず配管の位置などを確認してか

ら行うようにしてください。

　また、農業用機械などの燃料を

貯蔵しているホームタンクで、レ

バー式の開閉バルブが使用されて

おり、雪解けの雪の重みでレバー

が動き、燃料が流出する事故が発

生しています。万がいちのために

も、レバー式の開閉バルブは使用

しないようにお願いします。

　さらに、大規模な地震などの自

然災害でホームタンクが転倒する

事故も発生しています。ホームタ

ンクを設置する際には、束石にホー

ムタンクの足を固定し転倒防止の

対策をとるようにしましょう。

〇定期点検について

　ホームタンクを永年使用してい

ると外観にサビが発生してきます。

そのまま放置しておくと、さらに

腐食が進んで本体に穴が開き流出

の原因となりますので、腐食防止

の対策をとらなければなりません。

　タンク内では水が溜まりますの

で、定期的に水抜き作業を行う必

要があります。さらにフィルター

やストレーナーカップ内に溜まっ

たゴミがあると、灯油が流れにく

くなり不完全燃焼の原因になりま

すので、定期的にホームタンクの

清掃と点検を行う必要があります

が、専門的な知識が必要となりま

すので、実施の際は専門の業者に

依頼することをおすすめします。

〇最後に

　これから寒さが増すにつれ、暖

房器具の使用が増えてきます。永

年暖房器具を使用していると、ゴ

ムホースなどが劣化しヒビ割れす

ることもありますので、あわせて

暖房器具等の点検をお願いします。

　　　　　　　　　　　　 (谷川)

　　　北竜町無火災期間（令和元年９月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　　　４８０日間
　　　　　　 第２分団区域　　　 １，０９９日間

 平成３０年深川地区消防組合管内火災発生件数　　　13件
　 内訳　北　竜　０件　　深　川　８件　　秩父別　０件
　　　　 妹背牛　３件　　沼　田　１件　　幌加内　１件

ホームタンクからの
　　流出事故を防ぎましょう！！

令和元年 秋の火災予防運動実施
　　　　 運 動 実 施 期 間：令和元年１０月１５日～３１日まで
　　　　 全国統一防火標語：ひとつずつ いいね！で確認 火の用心

エアゾール式簡易消火具を

お持ちの方へお知らせ

　ヤマトプロテック株式会社より、

自社製のエアゾール式消火具（ス

プレー缶の形状をした簡易消火具）

の一部に、製造工程上の不具合を

原因とする内部腐食の進行により、

自主回収 対象商品の廃棄処分の通

知がありました。

　詳しくは、北竜消防ホームペー

ジに掲載していますのでご覧くだ

さい。
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今
月
は
高
齢
者
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
で
す
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
ク
イ
ズ
で
す
。

高
齢
化
社
会
＋
核
家
族
化
と
く
れ

ば
、
答
え
は
？

「
老
老
介
護
」
や
「
独
居
老
人
」

と
な
り
ま
す
。

　

実
際
に
小
さ
な
わ
が
町
で
も
こ

れ
ら
の
ケ
ー
ス
は
沢
山
あ
り
、
中

に
は
少
し
問
題
が
出
て
き
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
歳
を
取
る
と
日
常
生

活
を
そ
れ
ま
で
通
り
送
る
事
が
難

し
く
な
り
ま
す
。

御
家
族
が
同
居
も
し
く
は
隣
近
所

に
い
れ
ば
何
と
か
対
応
は
出
来
ま

す
が
、
そ
う
で
無
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

御
家
族
（
多
く
は
お
子
さ
ん
方
）

は
年
老
い
た
親
の
事
が
気
に
な
り

ま
す
。
現
実
問
題
と
し
て
働
く
世

代
が
生
活
基
盤
を
動
か
す
事
は
難

し
く
大
英
断
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

親
を
自
分
達
の
家
に
引
き
取
り

同
居
と
い
う
形
を
取
っ
た
り
、
同

居
は
困
難
な
の
で
近
く
に
呼
び
寄

せ
て
施
設
や
高
齢
者
住
宅
で
対
応

し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

 

た
だ
そ
の
決
断
に
は
親
達
に
も

子
供
達
に
も
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

親
達
は
住
み
慣
れ
た
町
や
隣
近

所
の
人
々
と
の
お
別
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
新
た
な
場
所
で
の
適
応

に
不
安
を
抱
き
ま
す
。
そ
れ
ら
の

惜
別
や
不
安
も
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
最
大
の
難
関
は
子
供
達

に
迷
惑
を
掛
け
る
事
を
心
苦
し
く

思
い
遠
慮
し
が
ち
に
な
る
事
で
す
。

美
し
い
親
心
と
も
言
え
な
く
も
無

い
の
で
す
が
、
年
老
い
た
親
を
思

い
、
お
世
話
を
す
る
子
供
達
の
心

は
そ
れ
以
上
に
美
し
い
も
の
で
す
。

　

親
は
産
ま
れ
た
我
が
子
に
お
乳

を
与
え
下
の
世
話
を
し
、
泣
き
止

ま
ぬ
時
は
抱
い
て
あ
や
し
続
け
ま

し
た
。
そ
れ
が
親
子
の
関
係
で
す
。

親
が
弱
れ
ば
食
事
の
世
話
や
身
の

回
り
の
世
話
を
今
度
は
子
が
し
て

も
何
が
迷
惑
で
し
ょ
う
か
？
遠
慮

は
無
用
で
す
。

　

子
供
達
も
安
定
し
た
自
分
達
の

生
活
に
新
た
な
変
化
を
受
け
入
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
負
担
と

言
え
ば
負
担
で
す
。

で
も
親
が
弱
る
頃
に
は
子
も
そ
れ

な
り
の
年
齢
で
す
。
楽
ば
か
り
が

幸
せ
で
な
い
事
も
知
っ
て
い
る
は

ず
で
す
。

　

親
は
「
ま
だ
自
分
（
達
）
で
出

来
る
」「
子
供
の
世
話
（
迷
惑
）

に
な
り
た
く
な
い
」

子
供
は
「
ボ
ケ
防
止
で
親
に
で
き

る
う
ち
は
や
ら
せ
た
い
」「（
親
の

世
話
は
）
無
理
、
出
来
な
い
」
の

発
言
が
多
い
で
す
。

老
老
介
護
や
独
居
老
人
の
家
庭
に

家
族
の
介
護
が
入
る
事
が
出
来
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

北
竜
町
は
小
さ
な
町
で
す
。
小
さ

い
か
ら
こ
そ
、
細
か
な
と
こ
ろ
に

目
が
届
き
手
も
行
き
届
い
て
い
ま

す
。

役
場
の
方
や
社
会
福
祉
協
議
会
の

方
々
が
町
内
の
様
々
な
事
情
を
持

っ
た
ケ
ー
ス
に
対
応
し
て
下
さ
っ

て
い
ま
す
。

有
り
難
い
事
で
す
。

大
き
な
町
じ
ゃ
出
来
な
い
事
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
に
対
し
て
北
竜
町

は
準
備
し
て
い
ま
す
。

御
家
族
が
い
る
ケ
ー
ス
で
は
可
能

な
限
り
御
家
族
に
協
力
し
て
頂
き
、

御
家
族
が
居
な
か
っ
た
り
協
力
困

難
な
ケ
ー
ス
も
町
の
福
祉
シ
ス
テ

ム
が
よ
り
良
い
生
活
を
送
る
事
が

で
き
る
よ
う
実
践
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２５４

北竜町立診療所

午後休診日のお知らせ
　１０月２日(水)、２３日(水)は、午後３時より浦本先生が深川市に

おいて介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。午前

中は診察を行っています。

ろう ご く

老後の暮らし
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ＮＰＯひまわりでは、北竜町の除排雪業務を受託するに当たり臨時職員を募集いたします。

　　■ 職　　種　　除雪作業運転手（他業務への従事含む。）

　　■ 募集人員　　１３名以内（予定）

　　■ 雇用期間　　令和元年１２月１日から令和２年３月３１日まで

　　　　　　 　　　（降雪の状況に応じて多少の期間変更有り）

　　■ 賃　　金　　予定月額１９０，０００円～２１０，０００円（詳細は面接による）

　　■ 応募資格　　・町内在住者

　　　 　　　　　　・大型・大特・車輌系建設機械免許取得者

　　■ 応募書類　　履歴書・運転免許証・車輌系建設機械免許の写し

　　　 　　　　　　運転記録証明書（過去１年分）

　　　 　　　　　　※証明申し込み用紙　和・碧水駐在所、除雪センターに設置

　　■ 審査方法　　書類及び面接により決定（内定後、健康診断書等の提出書類有）

　　■ 募集期間　　令和元年１０月１８日(金)まで

　　■ 採用通知　　１０月３１日までに連絡いたします。

　　■ 応 募 先　　特定非営利活動法人ＮＰＯひまわり（北竜町商工会内）℡３４－２４４２

ＮＰＯひまわり臨時職員募集

　

　砂川年金事務所では、相談窓口の混雑を避けるため、ご相談や手続きの予約を実施しています。

事前に予約すると、ご相談内容に合ったスタッフが事前に準備しますので、スムーズに相談で

きます。

　■予約相談の実施時間帯

　　・月曜日　　　　午前８時３０分～午後６時

　　・火～金曜日　　午前８時３０分～午後４時

　　・第２土曜日 　 午前９時３０分～午後３時

　予約は「予約受付専用電話」までお電話いただくか、つながりにくい場合は砂川年金事務所

までお願いします。

　予約相談は１ヶ月前から前日まで受付しています。基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証

書をご準備の上、下記までお申し込み下さい。

『予約受付専用電話　０５７０－０５－４８９０』又は、

『砂川年金事務所　　０１２５－２８－９００２　から　音声案内１→２』

年金の予約相談を

　　　　　ご利用下さい
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北竜町教育委員会

「子ども会リーダーキャンプ」を開催

　８月５日～６日の１泊２日で、小学４～６年生を

対象に「子ども会リーダーキャンプ」を実施しました。

　１日目は、ウォークラリーやレクリエーション、

夕食は焼き肉とスイカ割り、最後に花火を楽しみま

した。２日目は、滝川市Ｂ＆Ｇ海洋センターへ行き、

カヌーやローボート、ゴムボートなどの海洋性レク

リエーションを体験し、夏の思い出に残るキャンプ

となりました。

「ひまわり大学　８月講座」を開催

　８月８日に「ひまわり大学」の８月講座を公民館

にて行いました。

　今回の講座は前月形町長で月形樺戸博物館名誉館

長の櫻庭誠二氏を講師としてお招きし、「樺戸集治監

と北海道開拓」と題し講演をしていただきました。

講演では、北竜町の歴史や北海道開拓の歴史などを

学ぶことができ、とても充実した講座となりました。

アスリート塾「陸上教室」の開催

　８月３１日に北竜町改善センターにて陸上教室を

開催。今年度は、パフォーマンスを発揮するための

ウォーミングアップ・クールダウンのやり方について、

また走りの基礎について教えて頂きました。

　子どもたちは、一生懸命取り組み、怪我防止のスト

レッチや足の上げ方、身体の使い方などを学びました。

　８月１３日、教育委員会の職員の手引きのもと、

サランラップの芯を使った雨乞いの楽器「レインス

ティック」を作成しました。

　途中、子ども達だけでは難しい作業もあるため、

ふれあい推進委員さんに協力してだきながら作成。

完成した作品に子どもたちはとても満足そうな様子

で、夏休みの思い出に残る一日となりました。

子どもと高齢者のふれあい事業
「工作教室」を実施

図書館から新刊のお知らせ
　・クジラアタマの王様      　　　  伊坂 幸太郎

　・きみの町で　　　　              重松 清

　　　他多数の新刊が入りましたのでお知らせします。

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

10/14(月)
レッツゴー体育の日PG大会 ひまわりPG場 8:00～

親子パークゴルフ教室 ひまわりPG場 9:00～

10/15(火)公民館講座「書画教室」（23日、25日） 公民館 10:00～

10/17(木)ひまわりオリンピック 改善センター 9:30～

10/20(日)絵本作家講演会 公民館 15:00～

10/26(土)
第17回北竜ライオンズクラブ杯

小学生バレーボール大会
改善センター 9:00～

10/29(火)ＪＦＡ「夢の教室」 真竜小学校 10:30～

生涯学習カレンダー

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間
火～土曜日 9:00～18:00／日曜日 9:00～17:00

10月7・14・21・28日（毎週月曜日）
臨時休館日11月1(金)・2(土)・3(日)（文化祭のため）
※図書館・郷土資料館は3日のみ開館します。
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「
リ
ト
ル
マ
ー
メ
イ
ド
」
を
み
て

　
　
　
中
学
１
年
　
松
本
　
彩
花

　

私
は
初
め
て
今
年
の
「
芸
術
鑑

賞
の
旅
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
デ

ィ
ズ
ニ
ー
の
「
リ
ト
ル
マ
ー
メ
イ

ド
」
を
劇
団
四
季
な
ど
で
見
た
こ

と
が
な
く
、
お
も
し
ろ
そ
う
と
思

っ
た
こ
と
が
理
由
で
す
。
私
は
劇

団
四
季
を
見
た
こ
と
が
な
い
の
で

と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

　

札
幌
の
会
場
に
つ
き
、
い
よ
い

よ
「
リ
ト
ル
マ
ー
メ
イ
ド
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
私
は
始
ま
っ
て
か

ら
早
々
に
、
役
者
さ
ん
の
会
場
に

響
く
大
き
い
声
・
美
し
い
声
に
驚

き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
表
現
力

や
迫
力
が
と
て
も
す
ご
く
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。「
リ
ト
ル
マ
ー
メ

イ
ド
」
は
前
編
・
後
編
に
な
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
後
編
の
ア
リ
エ

ル
の
と
こ
ろ
に
敵
が
追
っ
て
く
る

と
こ
ろ
の
迫
力
が
す
ご
か
っ
た
で

す
。
前
編
で
は
、「
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・

シ
ー
」
の
明
る
い
雰
囲
気
が
と
て

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
前
編

が
終
わ
っ
た
後
の
休
憩
の
時
に
、

お
み
や
げ
コ
ー
ナ
ー
に
行
き
、
サ

ン
プ
ル
を
見
て
と
て
も
欲
し
く
な

っ
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
と
シ
ャ
ー
プ

ペ
ン
シ
ル
を
買
い
ま
し
た
。
と
て

も
気
に
入
り
ま
し
た
。
後
編
の
ラ

ス
ト
は
、
ド
キ
ド
キ
し
、
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。
ど
れ
も
素
敵
で

目
が
離
せ
な
く
な
り
、
思
わ
ず
笑

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ

た
の
で
、
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
劇

団
四
季
を
も
っ
と
見
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

「
リ
ト
ル
マ
ー
メ
イ
ド
」
が
終

わ
っ
た
後
に
、
札
幌
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
に
行
っ
た
の
も
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
帰
り
の
バ
ス
で
は
行

き
の
バ
ス
よ
り
も
、
友
達
と
盛
り

上
が
り
、
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り

を
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
「
芸
術
鑑
賞
の
旅
」
は

私
に
と
っ
て
、
と
て
も
楽
し
く
新

し
い
こ
と
が
で
き
た
な
と
心
に
残

る
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
教
育

委
員
会
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

リ
ト
ル
マ
ー
メ
イ
ド
を
見
て

　
　
　
小
学
４
年
　
山
田
　
七
菜

　

８
月
24
日
、
劇
団
四
季
に
「
リ

ト
ル
マ
ー
メ
イ
ド
」
を
見
に
行
き

ま
し
た
。
初
め
て
な
の
で
、
会
場

の
大
き
さ
に
も
び
っ
く
り
し
た

し
、
演
劇
も
と
て
も
お
も
し
ろ
く

感
動
し
ま
し
た
。

　

す
ご
い
な
と
思
っ
た
こ
と
の
一

つ
は
声
で
す
。
声
が
と
て
も
大
き

く
き
れ
い
で
、
胸
に
ま
で
ひ
び
い

て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
リ
ト
ル
マ
ー
メ

イ
ド
は
、
絵
本
で
も
読
ん
だ
こ
と

が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
演
劇
は
も
っ

と
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
感
動
す

る
所
が
あ
っ
た
り
、
た
こ
の
お
ば

あ
さ
ん
が
死
ん
で
し
ま
う
と
こ
ろ

は
怖
か
っ
た
り
と
、
最
初
か
ら
最

後
ま
で
、
夢
中
で
見
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
今
度
劇
団
四
季
が
あ
っ

た
ら
、
他
の
人
も
誘
っ
て
一
緒
に

見
に
行
き
た
い
で
す
。
最
高
の
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。
帰
っ
て
き

て
家
族
に
自
慢
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
教
育
委
員
会
の
方
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
芸
術
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
少
な
い
児
童
生
徒
に
対
し
、
優
れ
た
芸
術
に
接

す
る
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
、
平
成
25
年
度
か
ら

事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
８
月
24
日

に
実
施
さ
れ
、
児
童
生
徒
９
名
が
参
加
し
、
劇
団

四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
リ
ト
ル
マ
ー
メ
イ
ド
」

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
成
人
対
象
の
「
芸
術
の
旅
」
を
合
同

で
開
催
し
、
12
名
の
方
が
児
童
生
徒
と
一
緒
に
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
事
業
に
参
加
し

た
２
名
の
児
童
生
徒
の
感
想
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「リトルマーメイド」を鑑賞して
児童・生徒・一般芸術の旅
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父　

辻　

英
昭  

さ
ん

母　
　
　

圭
子　

さ
ん

お
姉
ち
ゃ
ん
お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
♡

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
♡

       

え
み
か

辻　

咲
花 

ち
ゃ
ん

平
成
30
年
９
月
５
日
生
ま
れ

入
賞
の
句
を
絶
賛
の
秋
の
虹
　
　
　 

　
　
　
　
山
本
玲
子

無
欲
に
は
な
れ
ぬ
悟
り
を
露
の
玉
　
　 

　
　
　
阿
部
れ
い
子

言
い
訳
の
一
つ
や
二
つ
厄
日
か
な 

　 

　 

　
　
吉
尾
広
子

合
唱
の
奥
に
稲
照
り
地
神
祭
　
　
　
　 

　
　
　
山
岸
正
俊

啾
啾
や
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
秋
の
雨 

　
　
　
　
　
山
下
好
晴

俎
板
に
母
の
音
あ
る
終
戦
日
　  

　 

　
　
　
　
佐
光
久
美
子

菊
日
和
夢
中
に
源
氏
物
語
　 

　
　 

　 

　
　
　
杉
本
隆
文

浜
昼
顔
は
に
か
ん
で
い
る
草
の
陰
　
　
　 

　
　
高
田
紀
子

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

  

札
幌
市　

吉
田　

利
道   

様

　
　

桜
岡　
　

近
藤　

奈
美   

様

寄
付

　

永
楽
園
へ

　
　

札
幌
市　

吉
田　

利
道   

様

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　

和
本
町　

北
島　

  

進   

様

　
　

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部

　
　
　
　
　
　
　

  

北
竜
支
部 

様

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

１０月の町長室開放デーは、２９日（火）です。

午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

佐野町長とのふれあいプロジェクト

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

桜　

岡　

近
藤  

孝
行　

 

氏 

58
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
９
月
３
日
）

和
東
町　

日
下
部 
敏
子　

氏 

87
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 
（
９
月
６
日
）


